
 

  



 

～講評～ 

[1] 小問集合 

三角関数のよくある置き換えの問題、ベクトルの長さや直交条件を利用して交点を求める問題、確率の最大化。 

ベクトルの計算がやや重い。最後の確率の最大化は P_(n+1)/P_n >1 を解くという有名問題だが、小問かつ誘導無

しで少し出題されるのは珍しいのではないか。昔から出題されている問題なので、誘導無しで解けるようになって

おけということかもしれない。 

[2] 小問集合 

３次関数が x 軸と交わらないような定数の範囲に関する問題と、データの分析に関する問題。こちらは落ち着い

て取り組めば正解にたどり着けたはず。 

[3] 数 III 微分積分 

前半の接線は取りたい。後半の求積は立式までできれば、あとは捨てて他の問題を拾い集めるべきだろう。 

 

昨年よりは得点しやすいセットだったが、最後の面積は重かった。それ以外から拾い集めて、全体で７割強とれ

れば良いのではないだろうか。 

 


